









学 位 論 文 要 約  
 
 博士論文題目  韓国地域居住高齢者における Kohzuki Exercise Program (KEP)の適用と
効果検証                                    
 
  東北大学大学院医学系研究科 障害科学専攻 
 機能医科学講座 内部障害学分野 




を行った先行研究では、65 歳から 99 歳まで幅広い年齢の高齢者を対象としていたり、前期高齢者のみを対象
とした場合が多い。また、後期高齢者または超高齢者に対する有酸素運動の効果に関してはまだ十分に検証さ
れておらず、超高齢者、後期高齢者、前期高齢者の年齢別における有酸素運動の効果も検討されていない。 




齢者 9 名、後期高齢者 20 名、前期高齢者 22 名、合計 51 名を対象に、負荷量可変式エルゴメーターを用いた
KEP を 1 回 40 分、 週 3 回、6 ヶ月間行った。主要評価項目は、身体機能の Short Physical Performance Battery 
(SPPB)であり、副次評価項目は、精神機能の Medical Outcomes Study 12-Item Short Form Health Survey Instrument 
(SF-12)、Mini-Mental State Examination (MMSE)、Geriatric Depression Scale (GDS)、Pittsburgh Sleep Quality Index 
(PSQI)の 4 つである。 
【結果】SPPB の 3 群間における比較では、時間(p<0.0001)と群(p<0.0001)の主効果は有意であった。また、時
間と群との交互作用も有意であった(p=0.031)。また、精神機能の 3 群間における比較では、SF-12 の項目であ
る｢日常役割機能(身体)｣(p<0.05)が時間と群との交互作用は有意であった。  
【結論】超高齢者、後期高齢者、前期高齢者に、運動プログラムである KEP を実施することで、超高齢者、
後期高齢者、前期高齢者の身体機能や精神機能に対して効果がある可能性が示された。さらに、超高齢者にお
いては、後期高齢者と前期高齢者に比べ、身体機能が改善する可能性も示された。今後、非運動群の設定また
は各群のサンプルサイズの拡大における更なる研究が行われる必要があると考えられる。 
